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月に１回全員が集まって、
情報を共有しています。ま
た、地域のかたがたに適切
な情報をお伝えできるよ
う、さまざまな研修を行っ
ています。

高齢者・障がい者・児童の３部
会のいずれかに入って、専門
知識を磨きます。障がい者部
会の車いす体験では、開閉・乗
り方・介助方法を学びました。

赤ちゃんが生まれた家に手作
りのスタイ（よだれかけ）と子
育て・地域の情報を届けます。

「こんにちは赤ちゃん訪問」ま
たは、「４カ月児健診」にて訪
問を受け付けています。

子 育 て 中 の 親 子 が 集 え る
居 場 所 で、児 童 委 員 と し て
活 動 し て い ま す。子 育 て の
心 配 ご と な ど が あ れ ば お
気軽にご相談ください。

緊急・災害時に支援を必要とするかたについて把握し、関係機関につなぎます。日ごろから地域との関わり合いを持ち
信頼関係を築くことで、もしもの時に役立てます。

　民生委員・児童委員は、地域の皆さんに寄り添ったかたちで

ご相談ごとをお聞きし、解決に向けて各関係機関につなぐ役

割を担っています。また、地域における高齢者の見守りをは

じめ、児童委員として子どもの見守り活動もさまざまな形で

行っています。

　近隣との関係が希薄になりつつある中、地域において民生

委員・児童委員は欠かせない存在だと思っています。これか

らも地域での福祉の担い手としての活動を理解していただ

き、皆さんで応援していただきたいと思います。

芦屋市民生児童委員協議会  会長  岡本直子

■５月５日（こどもの日）から１週間は児童福祉週間　親子と子どもを取り巻く地域を支えるための環境づくりに取り組んでいます。　　葵子育て推進課　☎38-2045

民生委員・児童委員の知られざる活動の数々をご紹介します。
今日もまちのどこかできっと民生委員・児童委員が活躍しています。

　活動をする上で、「赤ちゃん訪問や高齢者の居宅を

訪問する際には、どういった点に注意したらいいのか」

など、疑問に思ったことを何でも相談しています。
（左・新任：中村委員）

　活動はチームワーク。高齢者宅への訪問の大切さや、

普段の見守りなどで、郵便受けがあふれていないか、

電気は点いているか等、日ごろから自分が気を付けて

いることを伝えてい

ます。経験から教え

られることもあるの

で、活動で不安なこ

とがあれば何でも聞

いてください！
（右・指導役：高橋委員）

　以前から仕事をしていましたが、少しでも地

域の役に立てればと思い民生委員活動を始めま

した。

　フルタイムで仕事をしていますが、民生委員

活動の予定に合わせて休みをいただくなど調整

し、自分のペースで活動を続けています。地域の

催しでは、いろんな人と話ができて楽しくなり

ます。地域の皆さんと

の信頼関係も生まれ、

振り返ればあっとい

う間の20年でした。

 今後も仕事は続け

ながら、民生委員活動

を充実させたいと思

います。
村岡委員

　私は長年芦屋に暮

らしているので、顔

なじみも多いです。

会社定年後、地域活

動のお手伝いをした

いと思っていたとこ

ろ、妻へ福祉推進委

員の誘いがきたのを

きっかけに、福祉推進

委員を経て民生委員になり、活動７年目です。女性

委員が多い中で、男性視点での活動は目に見えず

とも大いに役立っていると信じています。

　毎年各地で発生している災害は「明日は我が

地」。緊急時には更に男性民生委員の活躍が期待

されるのではないでしょうか。

石戸委員


